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１．はじめに

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所（以下，生態水文学研究所）

では，1930年から試験流域における日降水量と日流出量の観測結果を公表しており，前報（東京

大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所，2012）では，1991年から1999年ま

での２試験流域（白坂と穴の宮）における観測結果を公表した。本報告では，白坂と穴の宮の２

試験流域における2000年から2001年までの２年間，および東山試験流域における1991年から2001

年までの11年間の観測結果を公表する。

２．流域の概要

３試験流域の地形を図－１に，流域面積，表層地質，植生，樹木の平均蓄積を表－１に示した。

表－１の作成は松井理生・澤田晴雄が担当した。

図－１．穴の宮，東山，白坂の各試験流域の地形
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３．観測，流出量計算，本報告作成の担当者

降水量および静水池の水位の観測は，生態水文学研究所における重要な業務の一つとして位置

づけられている。具体的な作業として，静水池の土砂排出作業や越流部分のゴミの除去等の観測

施設の維持，水位観測記録装置の維持補修，水位記録紙交換，ポイントゲージによる定期的な水

位測定といったルーチンワークが行われている。これらの作業は生態水文学研究所全教職員に

よって支えられている。

観測で得られた生データから日降水量，日流出量を算出する作業は，気象水文データ管理室の

教職員が中心となって行った。具体的には以下のとおりである。

白坂降水量：　蔵治光一郎・加藤敦美・五名美江

白坂流出量：　五名美江・蔵治光一郎・五名美恵

穴の宮降水量：　蔵治光一郎・加藤敦美・才木道雄（現所属＝秩父演習林）・五名美江

穴の宮流出量：　五名美江・蔵治光一郎・才木道雄・五名美恵

東山降水量：　蔵治光一郎・鎌田幸子・加藤敦美・五名美江

東山流出量：　田中延亮・乙部みどり

４．資料の性質

穴の宮，東山，白坂の各試験流域における降水量と水位の計測システムを表－２に，日降水量，

日流出量を穴の宮，東山，白坂それぞれ付表－１，２，３に示す。

2000年までは，これまでの量水観測結果報告と同様，日界を9時とし，ある日の日降水量・日

流出量は前日の午前9：00からその日の午前9：00までの降水量・流出量とした。2001年以降はこ

表－１．穴の宮，東山，白坂の各試験流域の概要
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れまでとは異なり，日界を0時とし，ある日の日降水量・日流出量はその日の午前0：00から24：

00までの降水量・流出量とした。このため，2000年12月31日9：00 〜 24：00（2001年１月１日0：

00）までの15時間の降水量，流出量は，2000年12月31日の日界9時のデータ，2001年１月１日の

日界0時のデータの両方に含まれていない。この15時間の降水量，流出量は別途，計算し，2000

年の数表の末尾に掲載する。

転倒マス雨量計で観測される降水量は，貯留型指示雨量計で観測される降水量に比べて，蒸発

による系統誤差が発生して，過小評価の恐れがある。また，降雪の場合，転倒マス雨量計の受水

マスに溜まった雪が解けて水となり，転倒マスに落下し，転倒マスが転倒した段階で降水量とし

て記録されるため，時間の遅れがでる可能性がある。

量水堰堤の越流部分の正面図を図－２に示す。水位h［m］から流出量Q［m3 sec-1］の換算には，

hと量水堰堤の狭堰の下端と広堰の下端との標高差H［m］との大小に応じて，以下の（1）式と（2）

式を使い分けた。

h < Hの場合， 	 （1）

h >_ Hの場合， 	 （2）

ここで，Cは縮流堰の流出量係数（＝0.6），b［m］は中心に位置する狭堰の幅，B［m］はそ

の両側に配置された広堰の幅，Nは広堰の個数，g［m sec-2］は重力の加速度である。流域ごと

のb，H，B，Nを表－３に整理した。

穴の宮と白坂においては，ロール紙から読み取った変曲点の水位と時刻のデータ，５分間隔の

水位データを，毎平日（白坂）ないし毎週（穴の宮）職員が測定したポイントゲージのデータで

補正した。

東山の流出量の計算は，ロール紙から読み取った変曲点の水位と時刻のデータ，５分間隔の水

位データともに，従来法（時刻t1，t2における水位がそれぞれh1［m］，h2［m］の場合，t1とt2の

間の時間は，h1とh2を算術平均した水位が継続すると仮定して計算する方法）を用いた。一方，

穴の宮と白坂の流出量の計算には，従来法とは異なる，より厳密な方法（積分法）を用いた。時

刻t1，t2における水位がそれぞれh1［m］，h2［m］の場合，時刻t1からt2までの積算流出量は次式

で与えられる。

	 	
（3）

ここで，D（h）は水位と流出量の関係式である。時刻t1から時刻t2までの水位の増分が時間の

増分に比例して直線的に変化している場合，dh/dtは定数となるため，この式は解析的に解くこ
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とができ，時刻t1から時刻t2までの積算流出量が厳密に求められる。

日流出量は，小数点第二位を四捨五入して第一位まで求めた値を表示している。月流出量およ

び年流出量については，日流出量の合計値を表示している。

表－２．穴の宮，東山，白坂の各試験流域における降水量と水位の計測システム

図－２．量水堰の矩形ノッチの正面図（東山の例）

＊ 白坂における降水量観測では，このほかバックアップシステムとして、以下のシステムが稼働していた。
センサー　　転倒マス雨量計
場　　所　　気象観測露場
記録装置　　プリンターによる印字（NASCON-2000，毎時の積算値を記録）

＊

＊

＊

流出量計算方法

流出量計算方法

流出量計算方法

流出量計算方法
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以下に，各試験流域の降水量および流出量を求めるにあたっての特筆すべき事項を記す。

【穴の宮降水量】

2001年1月15 〜 19日，4月13日〜 5月21日，5月25日〜 6月7日，6月14 〜 15日，6月22日は，メ

インシステムとバックアップシステムの両方の自記雨量計がともに欠測となった。なおこの間，

貯水式指示雨量計による毎週観測は継続して行われている。

【穴の宮流出量】

期間中，メインシステムに欠測はなかった。ノッチのゴミ詰まりによる水位上昇を補正する際

に，バックアップシステムで記録された水位を適宜，参照した。

【東山降水量】

2000年10月18日から2001年6月20日までは，降水量観測は行われなかった。

1991年〜 2000年において，気象観測露場に設置された転倒マス雨量計と，量水観測小屋の上

に設置された転倒マス雨量計が同時に稼働している期間について，両雨量計の示す値を比較した

ところ，量水観測小屋の上に設置された転倒マス雨量計よりも，気象観測露場に設置された転倒

マス雨量計の値の方が平均で約100mm ／年，大きかった。表には，この系統的な差を考慮した

補正を行っていない値を示しているため，水収支の検討などの際には注意が必要である。

【東山流出量】

2000年9月11日深夜の東海豪雨により，静水池に土砂や流木が流入したため，正確な流出量観

測ができなくなり，2000年9月12日から2001年8月10日まで欠測となった。

【白坂降水量】

2000年12月31日までのメインシステムである貯留式指示雨量計は，土曜日，日曜日，休日には

観測を行っていないため，休みが明けた日の複数日の累積降水量観測値を，バックアップシステ

ムの値を用いて比例配分した。2000年9月12日の日降水量は，東海豪雨のため貯留式指示雨量計

がオーバーフローしていたため，バックアップシステムの値を用いた。

【白坂流出量】

2000年9月11日深夜の東海豪雨により，静水池に土砂や流木が流入したため，正確な流出量観

測ができなくなった。10月5日までに断続的に復旧作業を行い，10月5日9時から計測を再開したが，

2000年11月22 〜 23日に再び静水池に土砂や流木が流入したため，正確な流出量観測ができなく

なった。2001年6月14 〜 15日は静水池の排土作業の際に降雨があったため，欠測とした。

表－３．穴の宮，東山，白坂の各試験流域における量水堰の堤越流部分の正面の寸法とノッチの個数
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５　過去に公表したデータの訂正

生態水文学研究所の試験流域で観測された日降水量・日流出量は，これまで「愛知演習林量水

観測結果報告」（I）〜（VII）の題名で公表している（愛知演習林・演習林研究部, 1976，1977；

愛知演習林，1981，1984，1987，1999；東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文

学研究所, 2012）。これらのデータの中に誤りがあることは，すでに西尾ら（1993）により指摘さ

れていたが，その後の確認作業で新たな誤りも発見されている。ここでは白坂，穴の宮の2流域

の降水量のみについて，西尾ら（1993）が指摘した誤りを含め，2012年8月31日時点での訂正個

所のリストを付表－４に，全面的に修正が必要となった1983年の日降水量を付表－５に示す。こ

のリスト作成作業は白坂の1991 〜 99年は蔵治光一郎が，それ以外は五名美江が中心となって行っ

た。修正後の白坂のデータは，生態水文学研究所Webページにて公開しているデータに反映さ

れている。

生態水文学研究所では，引き続き，過去に公表したデータの確認作業を進めており，今後も同

様の訂正が報告される可能性もある。
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付表－４．過去に公表した日降水量の訂正表
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付表－４．過去に公表した日降水量の訂正表（つづき）
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